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秋
指
一
例
の
お
祭
り
、
芸
術
文
化
祭
と

商
工
産
業
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
大

き
な
娠
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

こ
の
祭
は
、
日
月
3
日
(
文
化
の
臼
)

を
中
心
に
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
今

年
も
好
天
に
恵
ま
れ
町
民
の
皆
さ
ん
は

も
と
よ
り
町
外
か
ら
も
大
勢
の
人
が
集

ま
り
盛
況
を
極
め
ま
し
た
。

第
口
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
(
日
月

1
日
か
ら
4
日
)
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
展
示
会
場
で
は
、
書
道
を
は
じ

め
美
術
、
写
真
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、

い
け
ば
な
、
趣
味
の
コ

i
ナ
!
の
各
部

門
の
皆
さ
ん
の
力
作
(
制
点
)
が
勢
揃

い
、
文
化
友
好
の
町
「
群
馬
町
」
か
ら
の

作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
更
に

発
表
会
場
で
は
、
音
楽
、
位
入
謡
・
民
舞
、

新
舞
踊
、
日
本
舞
踊
、
詩
吟
剣
詩
舞
、

茶
会
が
華
や
か
に
披
露
さ
れ
、
保
育
関

児
か
ら
高
年
者
ま
で
の
町
民
の
皆
さ
ん

が
1
年
間
の
努
力
の
成
果
を
発
表
、
地

域
文
化
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

表
彰
式
は
日
月
3
8
に
行
な
わ
れ
、

大
洗
町
文
化
功
労
者
に
、
河
上
喜
美
子

さ
ん
(
茶
道
の
部
)
が
竹
内
町
長
か
ら
表

彰
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
各
部
門
の
入

賞
者
(
別
掲
)
に
、
県
知
事
賞
や
芸
文
協

会
長
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

旧
大
洗
町
商
工
産
業
祭
(
日
月
3
日
)

は
、
大
洗
サ
ン
ピ

l
チ
多

g
的
広
場
を

会
場
と
し
て
開
催
。
ス
テ
ー
ジ
広
場
で

は
、
明
石
保
育
関
児
に
よ
る
演
奏
と
仮

装
パ
レ
ー
ド
、
荒
磯
太
鼓
、
カ
ラ
オ
ケ

一
大
会
、
お
楽
し
み
ジ
ャ
ン
ボ
抽
選
会
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
行
な
わ
れ
、
こ
ど

も
広
場
で
は
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

ボ
ー
ル
ブ

l
ル
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
号
、

ボ
i
ル
投
げ
、
輪
投
げ
、
サ
イ
コ
ロ
ゲ

ー
ム
な
ど
子
供
幼
児
向
け
の
催
し
も
あ

り
、
更
に
パ
ザ
l
ル
広
場
で
は
、
そ
ば
、

う
ど
ん
、
カ
レ

l
等
の
模
援
庖
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
パ
ザ

l
、
地
元
の
農
水
産
物
を

は
じ
め
和
洋
菓
子
、
石
焼
き
い
も
、
お

で
ん
、
牛
乳
等
の
即
売
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
な
か
で
も
、
消
費
拡
大
事
業
の

一
環
と
し
て
町
が
行
な
っ
た
「
茨
城
の

米
」
の
抽
選
会
で
は
、
特
等

1
米
(
日

比)、

1
等

i
米

(
5
勾)、

2
等

l
純

米
せ
ん
ぺ
い
圃
入
浴
剤
、

3
等

1
ご
は
ん

赤
飯
等
賞
口
聞
の
当
た
る
抽
選
に
長
い
人

の
列
が
出
来
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

各
種
の
山
山
鹿
や
お
祭
り
広
場
は
、
終

日
お
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
家
族
連
れ

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

徳丸

芸
舗
文
化
祭
闘
機
一
不
部
内
入
賞
者

大
洗
町
文
化
功
労
者
〔
茶
道
〕
河
上
妻
美
子

〔
書
道
〕
知
事
費
佐
藤
祥
子
優
秀
賞
和
田
賛
子
・
高
柳
勝
寿
・

倉
持
竿
苗
・
山
口
も
も
ゑ
・
小
松
崎
藤
吉
奨
励
賞
須
貝
と
き
・

福
地
喜
平
夫
・
磯
崎
礼
子
・
広
瀬
光
子
・
楊
ま
さ
子
・
小
松
崎
好
夫
・

大
内
記
子
・
杉
浦
芳
男
・
江
口
清
枝
・
高
橋
正
彦

〔
美
術
〕
知
事
賞
黒
沢
金
五
口
最
優
秀
賞
鯉
淵
鞘
一
優
秀
賞

阿
部
政
常
・
小
野
瀬
喜
昭
奨
励
賞
田
口
繁
・
鏑
木
蒸
・
川

名
子
?
サ
子
・
打
田
照
子
・
金
沢
重
光

〔
写
真
〕
知
事
賞
会
沢
雅
美
最
優
秀
賞
念
持
栄
保
優
秀
賞

高
須
保
・
大
和
田
美
子
奨
励
賞
大
輪
優
・
伊
藤
雅
彦
・
伊

藤
毅
・
郡
司
弘
行
・
鹿
島
仲
介
・
飛
田
哲
男
・
問
中
一
弘

〔
短
歌
〕
知
事
費
勝
山
一
美
奨
励
賞
滝
ヶ
崎
東
北
口
・
コ
一
村
住
江
・

関
根
秀
子
・
川
崎
京
子

〔
俳
句
〕
知
事
賞
川
崎
京
子

青
木
き
か
え
・
川
上
弘

優
秀
賞

大
賞
千
代
子
奨
励
賞

(
敬
称
略
)

也
事
。
患

吋

議
・
時
記

そ
の
昔
、
東
京
が
ま
だ
江
戸
で

あ
っ
た
こ
ろ
、
職
人
た
ち
が
大
八

車
に
、
か
ま
ど
や
せ
い
ろ
、
う
す
、

き
ね
、
ま
き
な
ど
を
積
ん
で
ま
ち

を
田
り
、
も
ち
つ
き
歌
に
合
わ
せ

て
克
振
り
も
面
白
く
、
も
ち
つ
き

を
し
た
風
習
が
あ
っ
た
よ
う
で
て

「
品
目
は
正
月
が
近
づ
く
と
、
も
ち

を
つ
く
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
け
ど
、

い
ま
の
子
は
そ
う
い
う
楽
し
み
を

知
ら
な
く
て
か
わ
い
そ
う
」
な
ど

と
よ
く
い
い
ま
す
が
、
最
近
の
子

は
意
外
に
も
ち
つ
き
に
親
し
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。

幼
稚
留
や
保
育
闘
で
は
、
年
末

の
行
事
と
し
て
も
ち
つ
き
を
す
る

と
こ
ろ
が
よ
ミ
あ
り
ま
十
九
ま
た
、

地
域
お
こ
し
や
商
活
衝
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
さ
ら
に
、
観
光
地
の

旅
館
や
民
宿
で
も
、
観
光
客
の
参

加
に
よ
る
も
ち
つ
き
が
康
ん
で
す
。

か
け
声
を
発
し
な
が
ら
ベ
ツ
タ
ン

ベ
ッ
タ
ン
と
つ
く
も
ち
つ
き
は
、

い
ま
は
出
し
物
的
な
存
在
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
真
空
パ
ッ

ク
に
な
っ
た
切
り
も
ち
ゃ
丸
も
ち

を
貰
っ
て
く
る
家
が
多
く
な
り
、

自
分
た
ち
で
つ
い
た
も
ち
を
正
月

に
食
べ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
よ
、
つ
で
す
。

も
ち
つ
き
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ

っ
た
よ
う
に
、
も
ち
に
ま
つ
わ
る

全
国
各
地
の
風
習
も
変
わ
り
ま
し

た
。
か
き
も
ち
ゃ
あ
ら
れ
な
ど
、

背
な
が
ら
の
保
存
方
法
も
、
最
近

で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
り
ま

し
た
し
、
残
っ
た
も
ち
を
水
に
漬

け
て
水
も
ち
に
す
る
こ
と
も
、
冷

蔵
庫
の
普
及
で
忘
れ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
正
月
を
迎
え
、
も
ち
を

食
べ
る
と
い
う
風
習
は
、
変
わ
り

が
な
い
よ
う
で
す
。

十
二
月
は
、
援
護
を
必
要
と
す

る
人
や
家
庭
が
明
る
い
正
月
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
歳
米
た
す
け

あ
い
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

線
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O
県
知
事
費

税
金
で
よ
り
よ
い
生
活
明
る
い
米
来

間
出
保
だ
よ
り

老
人
保
健

患
者
負
担
、
か
変
り
ま
す

高
齢
化
が
世
界
に
例
の
な
い
速
度

で
進
み
、
老
人
の
医
療
費
は
国
民
総

医
療
費
の
お
%
(
6兆
円
)
を
占
め
、

今
後
も
上
昇
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
老
人
の

出
量
官
負
担
が
先
の
臨
時
国
会
で
可
決

さ
れ
次
の
よ
う
に
変
り
ま
す
。

一
、
患
者
負
担

hdJ事
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選任事れる

第一中学校

JII上みね子

環境をテーマiこ

水
戸
税
務
署
で
は
、
子
供
た
ち
に
租

税
教
育
の
一
環
と
し
て
、
次
代
を
担
う

中
学
生
に
、
税
に
対
す
る
親
近
感
を
抱

い
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
税
に
関

す
る
標
語
」
の
募
集
を
行
な
い
ま
し
た
。

水
戸
税
務
署
管
内
よ
り
、
約
2
、
3

0
0
・
点
に
及
ぶ
応
募
作
品
の
中
か
ら
厳

ま
な
審
査
の
結
果
、
次
の
生
徒
の
作
品

が
入
賞
さ
れ
、
去
る
日
月
訪
日
伝
達
式

が
各
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

。
水
一
戸
税
務
署
長
賞

納
め
て
築
く
住
み
よ
い
社
会

ニ
、
精
衿
病
院
の
老
人
性
痴
呆
疾

患
療
養
病
院
の
入
院
涯
療
費

※
イ
、
ロ
は
平
成
4
年
1
月
1
R

か
ら
。
ハ
、
ニ
は
平
成
4
年
4

月
1
B
か
ら
。

出
霊
官
負
強
の
引
上
げ
は
、
お
年
寄

に
と
っ
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
い
だ
し
ま
す
。

※
老
人
の
毘
療
費
は
県
内
で
5
番

目
の
高
き
で
す
。
同
じ
病
名
で

三
か
所
も
の
お
医
者
さ
ん
に
患

っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
多
く

か
か
れ
ば
早
く
治
る
訳
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

無
駄
使
い
は
、
皆
さ
ん
の
負
担

が
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

節
約
に
ご
協
力
下
さ
い
。

(
保
健
課
留
保
係
)

第一中学校

j度牧恵

O
大
洗
町
長
賞

税
金
は
ゆ
た
か
な
く
ら
し
の
第
一
歩

去
る
日
月
6
臼
、
議
会
改
選
後
初
の

町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
町
監
査
委

員
に
、
磯
浜
町
9
5
5
番
地
の
川
上
俊

彦
(
侃
歳
)
さ
ん
が
再
任
、
選
任
問
意
さ

れ
、
議
会
議
員
か
ら
は
田
中
重
雄
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

南中学校

田口朋世

税
金
は
僕
ら
を
つ
な
ぐ
夢
の
橋

な
ど
(
総
勢
判
名
)
が
一
丸
と
な
っ
て
実

行
委
員
会
を
編
成
、
約
初
日
間
に
わ
た

り
放
課
後
製
作
に
あ
た
っ
た
も
の
で
す
。

完
成
し
た
空
き
缶
の
世
界
地
図
を
見

た
生
徒
達
は
、
「
や
れ
ば
で
き
る
¥

「
き
れ
い
だ
ヘ
「
ク
ズ
缶
が
こ
ん
な
に

立
派
な
も
の
に
な
る
と
は
」
と
お
も
い

お
も
い
に
感
慨
深
い
よ
う
す
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
企
画
を
通
し
て
、
今
後
、

社
会
の
中
核
に
育
っ
て
い
く
生
徒
達
が

環
境
と
資
源
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て

く
れ
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
な
イ
ベ
ン

ト
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

県
立
大
洗
高
等
学
校
(
内
野
稔
校
長
)

で
は
、
去
る
日
月
四
日
、
第
1
回
洗
高

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
「
お
互
い
の

地
球
の
た
め
に
」
を
テ
!
?
と
し
て
、

種
々
の
催
し
が
企
画
笑
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
特
に
空
き
缶
を
利
用
し
た
世
界
地

図
は
資
源
の
見
直
し
と
一
再
利
用
が
世
界

的
に
叫
ば
れ
る
中
で
、
話
題
性
に
富
ん

だ
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

作
品
は
、
空
事
伝
七
、
六
ニ
六
倒
を
使

い
、
七
・
五
泊
四
方
の
大
き
さ
で
、
桐

原
治
美
教
諭
の
指
導
の
も
と
、
会
ク
ラ

ス
か
ら
選
ば
れ
た
生
徒
と
生
徒
会
役
員

南中学校

宮本郁 子

※
低
所
得
者
の
入
院
に
つ
い
て
は

一
日
三

O
O円
(
二
ヶ
月
限
度
)

そ
の
後
は
無
料
で
す
。

二
、
公
費
負
担
の
割
合
が

3
部
か
ら
5
割
に

ィ
、
老
人
保
健
施
設
療
養
費

ロ
、
看
護
、
介
護
体
制
の
整
っ
た

老
人
病
院
の
入
段
医
療
費

ハ
、
老
人
訪
問
看
護
療
養
費

税
を
知
る
遡
簡

村
日
開
科
目
か
ら
打
H
門
出

新
農
業
委
員

決

る

t"¥ 

ま

j毎

建産
主闘 a 宮司

散開
3審議
おむ
皆
さ
九

委 3 れ会れ 11会
委委委委委委委委委委委委委委委委委委会会員日ま長、日委任

長 のかし代会改主主期
代 構主主た理長選の満

員員員長員員員員員員異員 E署員異質員員理長成平ちにに後改了
は成(小井初選に
次 6 任野上のが伴

杉大清横千今藤清関大田伊佐楽土深菅関小井の年期崎譲農行う
久 野と 11 ・総氏業わ大

山塚宮間葉泉沼宮 賞口藤間原地作原 崎上お月平ーが委れ洗
り 2 成氏再員、町

敬晴敏新喜芳宗一嘉光 保繁惣 総で日 3 が選会去農
称 すま年選さがる業
岡各茂郎正一栄一夫芳也一枝栄亨男雄治弥正一譲。で 11任れ開 11委

)月き、か月員

ら

去
る
日
月
ロ
呂
、
大
洗
サ
ン
ビ

l
チ

に
釘
建
設
協
議
会
(
臼
井
武
志
会
長
)

会
員
が
集
ま
り
海
岸
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。こ

れ
は
、
先
の
台
風
に
よ
り
た
く
さ

ん
の
流
木
や
ご
み
が
海
岸
に
う
ち
あ
げ

ら
れ
た
た
め
会
員
の
カ
で
清
掃
し
ょ
、
っ

と
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
B
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
・
パ
ッ
ク

フ
ォ

i
ン
・
ダ
ン
プ
な
ど
を
使
用
し
、

海
岸
の
ご
み
を
集
め
て
運
搬
、
元
の
き

れ
い
な
海
岸
が
魁
っ
て
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

あ

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
だ
か

閉
山
歳
に
怠
る
ま
で
納
め
ま
す
グ

自
営
業
な
ど
の
第
一
号
被
保
険
者
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
金
額
が

の
方
は
、

ω歳
に
な
る
ま
で
保
険
料
少
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
れ
に
で
も
訪
ず
れ
る
「
老
後
」

よ
く
「
お
年
納
め
れ
ば
あ
と
は
い
や
予
期
せ
ぬ
「
事
故
や
病
気
」
に
備

い
い
と
い
う
方
が
お
り
ま
す
が
、
そ
え
る
た
め
、
保
険
料
は
毎
月
末
日
ま

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
お
年
」
は
年
で
に
忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

金
を
受
け
る
た
め
の
か
最
低
必
要
な

l
納
め
忘
れ
を
な
く
す
る
た
め

年
数
々
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
間
違
納
付
組
織
を
利
用
し
よ
う
i

い
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
を
未
納
に
し
て
い
る
多
く

保
険
料
は
毎
月
末
日
ま
で
に
ノ
の
方
は
、
「
つ
い
う
っ
か
り
」
と
か

ー
も
し
も
の
と
き
は
手
遅
れ
で
す
i

「
忙
し
か
っ
た
の
で
」
、
「
め
ん
ど
う

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
自
営
だ
か
ら
次
の
機
会
に
」
と
い
う
こ
と

業
な
ど
の
第
一
号
被
保
険
者
の
み
な
か
ら
、
納
め
る
保
険
料
の
金
額
が
増

さ
ん
、
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
て
え
て
「
大
変
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と

い

ま

す

か

。

で

長

期

間

納

め

ず

、

最

後

に

は

「

あ

納
め
な
い
で
い
る
と
、
ま
と
ま
っ
き
ら
め
」
に
つ
な
が
る
方
も
お
る
よ

た
金
額
に
な
り
納
め
に
く
く
な
り
大
う
で
す
。

変

で

す

よ

。

そ

の

納

め

忘

れ

を

防

ぐ

に

は

、

み

納
め
る
の
が
め
ん
ど
う
だ
、
大
変
な
さ
ん
の
お
近
く
に
あ
る
納
税
組
合

だ
か
ら
と
い
っ
て
未
納
の
ま
ま
に
し
ゃ
金
融
機
関
等
の
納
付
組
織
に
加
入

て
お
く
と
、
万
一
の
と
き
に
「
障
害
す
る
と
使
利
で
安
心
で
す
。

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
」
が
受
未
加
入
者
は
、
一
日
も
早
く
加
入

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
未
納
期
間
が
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

長

く

な

る

と

「

老

齢

基

礎

年

金

」

が

(

伎

民

課

年

金

係

)

お

ー
谷
間
出
忠
誠
澗
隣
国
一
畏

「
ー
自
治
大
臣
よ
れ
ソ
表
彰
さ
れ
る

地
域
住
民
か
ら
も
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ

ら
れ
敬
愛
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
県
消
防
協
会
に
あ
っ
て

は
、
理
事
、
東
茨
城
支
部
長
、
常
任
理

事
を
務
め
る
世
帯
県
の
指
導
的
役
割
を
長

年
に
わ
た
っ
て
巣
た
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
更
に
、
地
域
に
お
い
て
は
交

通
指
導
員
、
町
内
会
長
、
納
税
組
合
長

ほ
か
各
種
の
役
員
を
務
め
る
等
、
常
に

消
防
精
神
が
基
盤
と
な
っ
た
奉
仕
活
動

を
実
践
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に

従
事
し
消
防
発
展
に
寄
与
さ
れ
、
地
域

社
会
の
安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

谷
田
部
団
長
は
「
こ
れ
も
ひ
と
え
に

団
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
持
の
お
陰
で
す
。

又
、
私
の
急
病
の
時
に
処
置
に
あ
た
ら

れ
た
先
生
方
の
賜
物
で
す
。
」
と
受
賞

の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

お

去
る
日
月
9
5
、
町
の
民
生
委
員
児

童
委
員
さ
ん
4
名
が
全
国
民
生
委
員
協

議
会
(
高
橋
重
聴
会
長
)
よ
り
永
年
勤

続
委
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
町
の
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
同
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
活

躍
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
今
自
の
受

賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
今
後
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

川
崎
久
恵
(
磯
浜
町
3
0
5
2番
地
)

小
野
崎
総
一
(
磯
浜
町
7
8
4
9番
地
)

和
田
長
一
郎
(
磯
浜
町
2
5
7
9番
地
)

前
島
友
一
一
一
議
浜
町
9
9
7
1番
地
)

(
敬
称
略
)

ー
小
謡
、
靖
治
さ
ん
へ

「1
1

茨
城
翻
訳
環
境
保
全
功
績
審
鷺

れ
ま
し
た
。

小
沼
き
ん
は
、
環
境
美
化
運
動
に
積

極
的
に
取
組
み
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
行
な
、
つ
海
岸
清
掃
や
町
内
会
で
行

な
う
道
路
・
側
溝
清
掃
・
空
き
缶
回
収

な
ど
の
地
域
リ

i
ダ
!
と
し
て
、
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
傭
人
で
も
初
年
余
の

長
期
に
わ
た
り
毎
日
道
路
清
掃
及
び
空

き
缶
回
収
を
実
践
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の

受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

去
る
日
月
日
目
、
臼
消
ホ

l
ル
(
東

京
都
)
に
於
い
て
、
消
防
の
功
労
に
よ

り
谷
田
部
消
防
団
長
が
自
治
大
臣
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

谷
間
部
吉
蔵
(
九
)
さ
ん
(
磯
浜
町
田
)

は
、
昭
和
臼
年
花
月
1
日
磯
浜
町
警
紡

団
員
を
拝
命
依
頼
、
日
明
年
を
誇
る
消
防

歴
を
持
ち
、
一
長
年
の
消
防
経
験
と
豊
議

な
知
識
を
も
ち
、
率
先
垂
範
よ
く
消
防

業
務
に
精
励
さ
れ
、
人
格
誠
見
と
も
高

く
、
こ
れ
に
加
え
て
優
れ
た
考
察
力
と

統
制
カ
は
、
消
防
関
係
者
は
も
と
よ
り
、

平成3年12fl5日

去
る
日
月
日
日
、
茨
城
県
公
館
で
茨

城
県
功
績
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
当
町

の
小
沼
清
治
さ
ん
(
大
賞
町
3
6
6
番

地
)
が
環
境
保
全
功
績
者
賞
を
受
賞
さ
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さ
ん
の
三
人
で
選
手
宣
誓
が
力
強
く
行

わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、

N
H
K
の
テ
レ
ビ
体
操
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
一
一
一
名
の
指
導
に
よ
る

健
康
体
操
が
行
わ
れ
、
指
の
運
動
に
始

ま
っ
て
隣
の
人
と
組
ん
で
の
体
操
な
ど

楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し
て
い
ま
し

た。
そ
の
後
、
ゲ

i
ト
ボ

l
ル
大
会
に
入

り
各
地
区
の
代
表
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
熱
戦
を
展
開
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
チ
i
ム
や
町
民
生
委
員
チ
l
ム
な
ど

も
語
、
初
め
て
の
方
も
お
り
、
皆
き

ん
思
わ
ず
一
肩
一
に
カ
が
入
っ
て
お
り
ま
し

た。
午
後
か
ら
は
、
元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン

知
細
部
東
一
一
男
民
じ

勲
六
等
瑞
宝
章

平
成
3
年
秋
の
叙
勲
で
加
部
東
一

男
(
臼
)
さ
ん
(
大
震
町
話
番
地
の
5
)
が

勲
六
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
ま
L
た。

加
部
東
さ
ん
は
、
昭
和
初
年
9
月

刊
日
巨
大
賞
町
消
防
団
員
を
拝
命
依

頼
、
昭
和
日
年
日
月
初
日
第
5
分
間

(3)第240号

長
を
勇
退
さ
れ
る
ま
で
の
的
余
年
に

わ
た
る
年
月
を
消
防
一
筋
に
生
き
、

郷
土
を
災
害
か
ら
護
る
「
防
人
」
と
し

て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
抜
群
の
郷
土

愛
の
精
神
と
豊
富
な
体
験
を
活
か
し
、

部
下
団
員
を
完
全
に
掌
握
し
一
糸
乱

れ
ぬ
統
率
指
導
力
は
高
く
評
価
さ
れ
、

団
長
の
士
気
を
高
揚
し
信
頼
と
敬
服

の
的
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
永
年
に
わ
た
る
法
防
功
績
が

今
回
の
叙
勲
の
対
象
と
な
っ
た
も
の

で
す
。
衷
心
よ
り
敬
意
と
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

サ
l
福
島
幸
雄
さ
ん
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ

と
車
一
月
泰
」
の
講
演
。
一
殖
島
さ
ん
は
、
長

い
ス
ポ
ー
ツ
担
当
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時
代

の
経
験
を
通
し
、
「
感
動
す
る
こ
と
は

宕
返
る
秘
訣
で
す
。
」
と
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
ミ
ス
ポ
ー

ト
大
洗
の
梶
開
き
ん
、
安
蔵
さ
ん
が
抽

選
番
号
を
発
表
、
た
く
さ
ん
の
賞
品
を

手
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
方
は
、
加
歳

の
青
春
に
一
反
ら
れ
た
よ
、
7
で
し
た
。

ー
県
外
で
活
躍
の
藤
咲
き
ん

一

お「
l

生

同
国
大
会
で
鍾
勝

本
町
出
身
の
藤
咲
慶
子
さ
ん
(
大
賞

町
1
2
1
2
2
5
番
地
)
が
第
6
回

去
る
叩
月
担
臼
、
大
洗
港
フ
ェ
リ
ー

埠
頭
で
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
海
難
救
助
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
日
時
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
「
び
く
と

り
」
か
ら
出
火
と
の
想
定
で
訓
練
が
開

始
。
前
消
防
本
部
惑
や
海
上
保
安
庁
の

消
肪
艇
が
出
動
し
、
陸
上
と
海
上
か
ら

の
放
水
訓
練
・
船
内
で
は
、
お
客
様
の

避
難
誘
導
訓
練
や
負
傷
者
を
救
命
艇
で

搬
送
す
る
訓
練
も
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
治
流
出
訓
練
も
行
わ
れ
オ
イ

ル
フ
ェ
ン
ス
が
船
の
回
り
に
張
ら
れ
る

な
ど
本
番
き
な
が
ら
の
訓
練
に
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
し
た
。

こ
の
訓
練
の
様
子
は
N
H
K
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

模
範
ド
ラ
p
q
バ
ー
を
時
間
指
せ

ー
水
戸
地
一
同
一
安
全
運
転
競
技
金

l

水
戸
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会

で
は
、
日
頃
の
運
転
を
見
直
し
、
模
範

的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育
成
の
た
め
、
去

る
7
月
比
日
に
、
茨
城
県
中
央
自
動
車

教
習
所
で
安
全
運
転
競
技
会
水
戸
地
一
区

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
B
は
、
学
科
試
験
(
交
通
法
令
・

安
全
知
識
等
)
及
ぴ
運
転
競
技
を
行
い
、

運
転
競
技
で
は
、
教
習
所
の
コ

i
ス
を

使
用
し
て
、

S
字
カ
1
ん
フ
・
ク
ラ
ン
ク
・

縦
列
駐
車
な
ど
の
運
転
技
術
及
び
安
全

確
認
の
審
査
を
教
習
所
の
検
査
員
が
採

点
す
る
な
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
合
得
点
に
よ
り
、
動
燃
大
洗
に
勤

務
さ
れ
て
い
る
関
美
子
留
さ
ん
が
女
子

の
部
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
賞
に
は
同
じ
く
動
燃
大

洗
の
綿
引
亜
由
美
さ
ん
・
一
戸
塚
幸
恵
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

生
保
内
節
(
お
ぽ
な
い
ぶ
し
)
全
国
大
会

で
優
勝
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
秋
出
県
民
謡
生
保
内

節
の
地
元
で
あ
る
田
沢
湖
町
民
会
館
で

開
か
れ
た
も
の
で
、
「
声
の
張
り
・
節
回

し
・
式
日
程
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
一
級
品
L

と
審
査
員
の
絶
賛
を
受
け
、
約
2
0
0

人
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

藤
咲
き
ん
は
、
小
学
5
年
よ
り
民
謡

を
初
め
、
高
校
生
の
時
に
秋
田
市
の
小

田
島
徳
旺
さ
ん
へ
弟
子
入
り
、
つ
ら
い

こ
と
に
も
負
け
ず
一
入
で
頑
張
り
ま
し

た
藤
咲
き
ん
は
、
「
歌
っ
て
踊
れ
る
」

プ
ロ
を
目
標
に
現
在
も
修
業
に
は
げ
ん

で
お
り
、
大
洗
町
で
発
表
会
を
行
い
た

い
と
抱
負
を
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

七
吹日吹生お

けもけ I口山
ばゃ T木1;;"

稲 八内2
み宝日生ぉ LLト
の風も保lt 艮Pじ
る の 内ね

お 来だ
1 風L

大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ

l
前
の
道
路
沿
い

に
き
れ
い
な
コ
ス
モ
ス
が
咲
い
て
い
ま

し
た
。こ

れ
は
、
小
沼
酒
之
助
さ
ん
(
磯
浜

町
4
9
6
4
番
地
)
と
川
上
き
ち
子
さ

ん
(
磯
浜
町
1
0
1
4
番
地
)
が
、
み
な

さ
ん
に
き
れ
い
な
花
を
見
て
い
た
だ
こ

う
と
種
を
ま
き
育
て
た
も
の
で
す
。

一
面
に
咲
き
揃
っ
た
ピ
ン
ク
色
の
コ

ス
モ
ス
に
通
る
人
々
は
足
を
止
め
て
観

賞
し
て
お
り
、
ま
し
た
。

こ
う
し
た
町
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

の
輪
が
広
が
り
、
み
ん
な
で
き
れ
い
な

町
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

口
菊
花
融
機
醐
開
催
杏
れ
る
円

lu

去
る
日
月
幻
日
よ
り
大
洗
磯
前
神
社

境
内
で
大
洗
町
菊
花
愛
好
会
(
海
老
沢

好
一
会
長
)
に
よ
る
菊
花
展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
今
年
は
長

い
雨
の
た
め
花
づ
く
り
に
苦
労
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
境
内
に
は
見
事
な

大
輪
を
付
け
た
花
や
懸
崖
が
咲
き
並
ぴ

お
と
ず
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

尚
、
菊
花
愛
好
会
で
は
、
来
年
に
向

け
て
大
輪
の
菊
づ
く
り
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
廿
出
を

無
料
で
差
し
上
げ
、
指
導
も
し
て
く
れ

ま
す
。

〈
連
絡
先
〉

海
送
沢
好
一
盤
町
|
2
5
2
2

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

大

洗

町

長

賞

小

野

瀬

光

正

大

洗

町

議

長

賞

井

上

幸

夫

大

洗

町

教

育

長

賞

布

施

進

英晴敏
明茂行

大
洗
町
商
工
会
会
長
賞
栗
田

大
洗
町
観
光
協
会
会
長
賞
杉
山

茨
城
県
観
光
協
会
会
長
賞
福
間

菊
ま
つ
り
笑
行
委
員
会
賞

藤

沼

勝

次

飯

島

義

一

鴨

川

正

雄

栗

凹

功

清

宮

警

司

清

宮

宗

芳

粟

俣

文

蔵

(

敬

称

略

)

面
舵
に
ま
た
取
蛇
に
冬
の
涛

明
神
町
小
松
崎
十
土
口

駅
涛
の
酷
ひ
し
竿
の
先
に
あ
り
傍
聞
に
も
干
物
溢
れ
秋
常
時

:

)

磯

浜

青

木

き

か

え

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
魚
信
に
合
わ
せ
、
グ
ッ
と
引

き
絞
っ
た
釣
竿
。
弓
な
り
に
譲
っ
た

竿
の
先
に
は
、
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
に
秋
の
対
搬
が
寄
せ
て
く
る
。

ら

去
る
日
月
出
目
、
町
総
合
運
動
公
園

で
「
加
歳
の
青
春
に
戻
ろ
う
ゲ

i
ト
ボ

ー
ル
大
会
L

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
運
動
と
し
て
、
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
(
郡
山
巴
会
長
)
が
中
心
と
な
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

前
日
の
雨
も
あ
が
り
、
体
育
館
に
は

大
勢
の
高
年
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

午
前
9
持
よ
り
開
会
式
が
始
ま
り
、
竹

内
町
長
よ
り
「
健
康
で
毎
日
を
過
ご
す

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
ゆ

と
り
と
潤
い
の
あ
る
生
活
を
し
て
下
さ

い
。
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
高
年
者
代
表

高
橋
兼
官
さ
ん
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

白
山
晃
さ
ん
、
釘
民
生
委
員
大
賞
寛
彦

ト
ト

F

4
4
d
g
f
 

t必
符
富
島

後

藤

亀

泉

選

落
葉
焚
く
ま
た
意
に
添
は
ぬ
事
の
芦
田
え

永
町
桜
井
政
土
日

(
評
〕
ま
だ
ま
だ
納
得
の
ゆ
か
ぬ
事

が
持
上
っ
た
。
静
か
に
庭
を
掃
き
、

落
棄
を
焚
き
、
と
も
す
れ
ば
苛
立
つ

心
を
鎮
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

雲
切
れ
し
と
き
の
明
暗
冬
の
海

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
し
ぐ
れ
雲
の
一
角
が
割
れ
、

一
筋
の
光
誌
が
暗
惨
な
海
頭
の
一
部

分
を
輝
か
す
。
大
海
に
明
暗
の
分
か

れ
る
一
瞬
で
あ
る
。
市
し
雲
は
す
ぐ

閉
じ
て
、
海
は
再
び
厳
し
い
冬
の
顔

を
取
り
戻
す
。
明
暗
の
変
化
を
際
立

た
せ
な
が
ら
う
ね
る
冬
の
海
。

頭
上
よ
り
ペ
ン
キ
屋
の
咳
落
ち
て
き
し

明

神

町

自

由

一

郎

〔
評
〕
頭
よ
か
ら
ゴ
ホ
ン
ゴ
ホ
ン
と

咳
が
溶
ち
て
き
た
。
驚
い
て
見
上
げ

る
と
屋
根
の
上
の
ペ
ン
キ
屋
さ
ん
。

吹
き
さ
ら
し
の
屋
根
の
上
は
格
別
の

寒
き
な
の
だ
。

被
災
児
も
八
十
余
歳
震
災
怠

磯
浜
村
沢
み
ち
を

〔
評
)
大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
関

東
大
地
震
で
被
災
し
た
少
年
も
、
今

は
八
十
を
越
え
る
歳
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
ム
叩
永
ら
え
た
こ
と
に
感
謝
し

な
が
ら
、
そ
の
間
の
身
辺
の
推
移
や

国
勢
の
安
遷
な
ど
に
想
を
馳
せ
て
い

る
の
で
あ
る
。

一
樹
影
句
碑
に
獲
し
て
秋
深
し

夏
海
大
賞
千
代
子

碑
前
に
件
み
、
先
師
の
俳
句

言平
、ー匂J

を
読
む
。
こ
の
辺
り
、
し
き
り
に
深

ま
り
ゆ
く
秋
の
気
配
が
濃
い
の
は
、

覆
い
か
ぶ
さ
る
様
に
釜
え
立
つ
一
本

の
大
樹
の
影
の
せ
い
で
も
あ
ろ
う
か
。

吾
も
ま
た
吹
か
る
る
一
人
秋
渚

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
渚
の
秋
色
の
中
に
居
る
。
海

も
海
鳥
も
、
岩
礁
も
釣
師
も
、
そ
し

て
砂
上
に
作
む
私
も
皆
一
様
に
秋
風

に
吹
か
れ
て
い
る
。

秋
風
や
渚
行
く
娘
の
写
飾

髭

釜

稲

郎

富

穏

〔
評
〕
爽
や
か
な
秋
風
が
渚
に
満
ち
、

心
地
よ
い
日
の
光
が
人
々
を
輝
か
す
。

こ
と
に
若
い
娘
遠
の
耳
飾
は
、
透
明

な
空
気
の
中
で
、
日
や
風
を
集
め
て

キ
ラ
キ
ラ
と
践
動
し
て
い
る
。

来
て
は
去
る
千
鳥
に
刻
を
忘
れ
を
り

新

町

加

藤

宗

一

一
斉
に
現
舟
出
て
秋
の
晴

角

一

前

原

青

嵐

文
化
祭
暫
く
振
り
の
友
に
会
ふ

髭
釜
清
水
拡
一
郎

朝
索
、
の
班
璃
一
戸
曇
っ
て
を
り
に
け
り

新
町
岸
和
沼
和
子

出
会
ひ
た
る
茸
狩
の
人
黙
々
と

明
神
町
小
松
崎
美
代

菌
生
え
野
菊
の
咲
き
て
留
の
山

明

神

町

田

中

勝

枝

立
冬
や
小
枝
に
残
る
葉
一
枚

祝

町

今

川

蔑

迷
ひ
た
る
道
に
山
茶
花
目
立
ち
を
り

磯

浜

浅

見

送

子
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大洗町長

(一轍金計)
執行済額…1，964，647千舟

(執行事・・・34.6%)

t"'b 

収入済額…3，106，191千円
(駿入率固・・54困8%)

予算額…5，671，013千円

ら事まお平成3年12月5日

大洗町告示第22号
地方自治法第243条の3第l環及び大洗町財政状況の作成及び

公表に関する条例により、私たちの宙Iの財政状況(平成 3年 4

月 1日から 9月初日)を次のとおり公表します。

平成 3年12月28 

宏竹 内

警警ー離金書十予算執行状況

(歳入) (単位・千円)

区 分 宅見計予算額

人 件 費 1，780，009 

物 f牛 費 627，259 

維持 補修 費 47，509 

扶 助 費 205，832 

補助費等 840，520 

普通建設事業 822，730 

(1) 補 jl:}J 15，000 

(2) 単 独 807，730 

災害復旧事業費 l 

~、j イ費 費 626，562 

積 立 金 358，781 

投資及び出資金 2，127 

貸 付 金 9，162 

繰 出 金 262，476 

予 f蒲 費 66，007 

メ日入 言十 5，648，975 

(性質量IJ)(単位.千円， %) 

IR 分 現計予算額 韓繰能事越業費額等 予支出備綴等費 計 支出i資額 執行率

l 議 ぷ~、 費 115，139 115，139 55，596 48.3 

2 総 務 費 1，206，395 10，713 1，217，108 509，542 41. 9 

3.民 生 費 618，963 618，963 221，225 35.7 

4.衛 生 費 820，255 820，255 225，544 27.5 

5 労 働 費 87 87 87 100.0 

6 農林水産業費 282，337 282，337 69，905 24.8 

7 商 工 費 290，408 290，408 96，022 33.1 

8 土 木 費 889，601 22，038 1，950 913，589 219，777 24.1 

9. i肖 防 費 246，642 3，945 250，587 96，888 38.7 

10.教 予著 費 456，769 748 457，517 199，391 43.6 

11.災ミ害復 16費 1 1 。 0.0 

12.公 {嚢 費 628，103' 628，103 270，670 43.1 

13 諸支出金 28，268 28，268 。 0.0 

14.予 4穣 費 66，007 ム17，356 48，651 。 0.0 

歳出合計 5，648，975 22，038 01 5，671，013 1，964，647 34.6 

出)(歳(単位:千円， %) 

区 分 毛見苦十ぞ予算額 襲越越額事充業当費財等源 言十 収入済額 収入率

1 .町 手見 2，474，622 2，474，622 1，524，507 61.6 

2. t也方譲与税 147，651 147，651 14，690 9.9 

3.利子製交付金 62，000 62，000 32，846 53.0 

4. 交ゴル付7金場利熔税 46，100 46，100 18，727 40.6 

5 特交別付地金方消費税 l l 。。。
6. 交自動付車金取得税 46，000 46，000 13，800 30.0 

7.地方交付税 920，210 920，210 803，044 87.3 

8 特交通別安交付全対金策 4，000 4，000 2，682 67.1 

9 分負J担昼食金及び 75，519 75，519 34，414 45.6 

10. 使手数用料料及び 182，373 182，373 96，503 52.9 

11.罰庫支出金 147，289 8，800 156，089 40，248 25.8 

12.県支出金 247，078 247，078 41，299 16.7 

13 財 産 収 入 183，196 183，196 107，550 58.7 

14.寄 附 金 2 2 3，025 

15 繰 入 金 270，811 270，811 。 0.0 

16.繰 越 金 309，213 9，338 318，551 331，251 104.0 

17.諸 ヰ又 入 338，210 338，210 41，605 12.3 

18 町 イ責 194，700 3，900 198，600 。 0.0 

歳入合計 5，648，975 22，038 5，671，013 3，106，191 54.8 

(平成3年9fl30日現在)(平成 3年 9月30日現夜)(平成 3年 9月初日現在)

(単位・千円， %) 

執 行 害責

会 計 名 現計予算額 語昆 入 歳 tお

収入j剤費 収入率 支出演綴 執行率

国民健康保倹特別会計 1，448，506 617，136 42.6 557，798 38‘5 

老人保健特別会計 1，226，216 468，538 38.2 480，417 39.2 

収益的 407，949 217，426 53.3 114，490 28.1 

水道事業会計 (収入) 86，758 7，813 9.0 
資本的

(支出) 194，545 35，877 18.4 

(収入) 68，940 31，372 45.5 
地方卸売市場冷凍 収益的

(支出)
冷蔵事業特別会計

65，941 22，558 34.2 

資本的 (支出) 2，999 1，489 49.6 

桜道土地区商務理事業特別会計 214，398 15，343 7.2 22，104 10.3 

サイクリングターミナル事業特別会計 22，600 13，384 59.2 5，941 26.3 

公平委員会特別会計 11，234 8，378 74.6 4，690 41. 7 

公共下水道事業特別会計 557，031 19，290 3.5 26，635 4.8 

題審特別会計歳入歳出警警ー融会計地方{費現在高(単位:千円，%)

区 分 7G金米償還額 構成比

一般公共事業債 303，158 6.4 

一 般 単 独 事業債 2，586，290 54.8 

公営住宅建設事業債 414，948 8.8 

義務教育施設整備事業債 31，282 0.7 

災害復旧事業債 532 0.0 

一般廃棄物処現事業倹

厚生福祉施設整備事業債 285，151 ら‘。

転 貸 {責 7，402 0.2 

員オ 病、 女す 策 {責 562，655 11.9 

臨時財政特例Uf責 15，293 0.3 

調 整 {責 126，829 2.7 

県 貸 イせ 金 347，402 7.3 

そ 。〉 他 40，000 0.9 
メ口〉、 計 4，720，942 100.0 

@土地………ー・……・・ー744，475.96m'

@有価誌券・基金・…・ 1，989，413千円

1 .行政財産…一....583，076 . 16m' 

2.普通財産…・・…'161，399.80m'

@建物・-…・・・・ …・・・…・・… 60，779.33m' 

1 .行政財産…......60，359.64m' 

2.普通財産……・….....419.69m'

(平成 3年 9月30日現在)

1 .有価証券……-・ υ67，467千円

金..… 1，921，946千円2.基
(平成3年 9月30日現在)

町名 金額

明神町 1 19，500円

2 25，000円

3上 16，500円

3下 12，000円

4 12，500円

5 23，000円

6 15，000円

7 28，000円

8 l 日，000円|

8-2 9，000円

8-3 11，000円

9 18，000円

10 11，500円

11-1 37，500円

11-2 30，500円

東光台 50，000円

1丁目1上 24，400円

2 20，000円

3 11，500円

5 10，000円

汐見ヶ丘 13，000円

2丁 131-1 13，500円

1 - 2 17，000円

2 26，500円

2丁目 3 30，500円

4 12，000円

仲町 l 9，000丹

2 20，700円

町名 金 額

角-5 27，400円

6 17，300円

前原 1 16，000円

2 20，000向

3 16，000丹

原研住宅 21，500円

東北大寮 3，000円

神 山 10，000円

)11 口 6，500円

荒 んIコ、ー 22，500円

j兵 欠 5，000円

古 宿 28，000円

上 宿 19，000円

Eド 宿 17，000円

下 宿 13，500円

矢 場 15，500円

干 拓 5，000円

松)11報国 11，500円

松)11第一 9，000円

松)11中部 8，000円

松川共励 6，000円

松)11第 ニ 8，500円

大谷川 6，500円

成 国 7，000円

合 計 2，751，000円

町名 金額

寺釜 10 12，500円

11 21，000円

12 7，800円

舟渡 1 11，500円

2-1 14，000円

2 2 16，000円

2 3 10，500円

3 19，000円

4 13，000円

蔵前 1 18，800円

2 13，500円

3 12，000円

4 12，000円

上宿 1 11，000円

2 12，000円

3 15，000円

中宿 1 15，000円

2 15，000円

北清水 1 19，000円

2 13，000円

南清水 1 10，000円

2 13，500円

3 12，000円

角-1 15，000円

2 32，300円

3 - 1 14，000円

3-2 12，500円

4 8，000円

町名 金額

永町15-2 15，500丹

16-1 30，500円

16-2 27，000円

16-3 33，500円

17 26，500円

髭釜町 2 20，000円

3 21，000円

4 17，500円

5 16，500円

6 13，000円

7 16，000円

8 15，000丹

9 14，500円

10-1 29，500円

10-2 25，500円

10-3 17，500円

11-1 30，000円

11-2 32，000円

12 21，500円

13 10，000円

ミ手釜 1 13，000円

2 12，000円

3 15，500丹

4 9，000円

5 12，000円

7 9，500円

8 10，000円

9 12，500円

今
年
も
「
赤
十
字
社
費
増
強
運
動
」

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
、
町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
町

民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
ロ
月
1
8
現
在
で
は
、

社
費
ニ
百
七
十
五
万
一
千
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
み

な
さ
ん
と
町
内
会
長
さ
ん
各
伎
の
深
い

ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
、
心
か
ら
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
費
は
、
災
害
救
護
、
血

液
事
業
の
推
進
、
青
少
年
赤
十
字
の
育

成
な
ど
、
数
多
く
の
赤
十
字
事
業
に
使

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
費
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
町
内

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
未
繋
理
の
町
内
が
若
干
あ
り

ま
す
が
、
現
在
も
運
動
期
間
中
で
す
の

で
、
震
ね
て
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

中関報告(12月 1日現在)

平成3年麗

(平成3年 9月30日現在)

簡I 名 金額|

新町 5 16，500円

5 l 17，000円

5 - 2 11 ，000円

5-3 26，500円

6 22，500円

7 - 1 9，000円

7 - 2 8，500円

7-3 17，500円

8 14，000円

9 45，500丹

10 12，000円

11 12，500円

12 11 ，000円

永町 1 11，500同

2 15，000円

3 12，000円

4 10，500円

5 24，000円

6 13，500円

7 19，600円

8 11，000円

9 18，500円

10 32，000円

11 14，500円

12 17，500円

13 39，000円

14 25，000円

15-1 27，000円

町名 金額

仲町 3 20，300丹

4 22，000円

金 沢 町 1 14，000円

2 16，000円

3 16，000円

4 17，000円

5 19，500円

祝町 1 40，500円

2 1 17，000円

2-2 23，000河

3 14，000丹

4 33，000円

5 22，300円

6 5，500円

7 8，000円

8 9，500円

松 ケ 丘 1 23，500問

2 23，000円

j島町 1 10，500円

2 27，600円

3 8，000円

新 町1-1 11，000円

1 - 2 5，000円

2 - 1 8，000円

2-2 5，000円

3 l 9，000円

3-2 17，500円

4 9，500円
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購豆議

L、

去
る
日
月
刊
呂
、
大
洗
一
中
格
技
場

で
第
6
副
大
洗
町
近
郊
柔
道
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
親
睦
を
深
め
柔
道
発
展
を
図
る
た
め

毎
年
行
わ
れ
今
年
も
近
郊
市
町
村
か
ら

も
大
勢
の
選
手
が
参
加
、
総
勢
1
7
1

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

大
会
は
、
午
前
9
時
よ
り
開
会
式
が

行
わ
れ
、
竹
内
町
長
の
挨
拶
の
あ
と
競

技
が
開
始
さ
れ
、
個
人
戦
で
は
、
幼
年
・

小
学
生
の
部
・
中
学
生
女
子
の
部
に
分

か
れ
、
団
体
戦
で
は
中
学
生
が
参
加
、

得
意
技
を
披
箆
、
好
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
会
場
に
集
ま
っ
た
大

勢
の
観
客
の
声
援
を
受
け
、

に
頑
張
っ
て
お
り
ま
し
た
。

一
生
懸
命

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
幼
年
の
部

優

勝

高

崎

徹

準

優

勝

小

沼

大

輝

O
小
学
l
年
生
の
部

優

勝

井

上

田

回

大

準

優

勝

寺

門

辰

典

O
小
学
2
年
生
の
部

優

勝

小

沼

悟

議

優

勝

武

石

朋

子

O
小
学
3
年
生
の
部

優

勝

永

井

薫

準
優
勝
中
嶋
宿
一
人

(
大
洗
少
)

(
大
洗
少
)

(
勝
武
館
)

(
内
原
)

勝
武
館
)

講
友
館
)

(
講
友
館

(
羽
鳥

園
駅
お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
ポ

i
u般
大
金
1

1

」

お
対
風
食
品
ノ
ー
ム
が
活
躍

L

第
vmE茨
城
県
お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
、
去
る
9
月
幻
自
東
海
村

(5)第240号

&寿会チームの皆さん

の
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
当
町
か
ら
早
朝
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
春
季
大
会
優
勝
チ

i
ム
の
寿

会
(
久
保
木
春
夫
監
督
)
が
B
ブ
ロ
ッ
ク

に
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
出
市
町
村
か
ら
の
代
表
チ

i
ム
が
参
加
。
華
や
か
な
入
場
行
進
の

あ
と
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
l
回
戦
千
代
川
村
と
対
戦

(
げ
対
4
)
で
、
2
回
戦
は
瓜
連
町
に

(
日
対
9
)
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

さ
す
が
に
沼
市
大
会
と
な
る
と
レ
ベ
ル

が
斎
く
、
3
回
戦
の
美
和
村
に
(
2
対

日
)
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
ベ

ス
ト
8
ま
で
進
む
大
活
躍
で
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

O
小
学
4
年
生
の
部

優

勝

佐

久

間

貴

弘

準

優

勝

米

川

幸

夫

O
小
学
5
年
生
の
部

優

勝

前

野

政

仁

準

優

勝

問

中

亮

O
小
学
6
年
生
の
部

優

勝

鈴

木

優

準

優

勝

藤

本

和

将

O
中
学
女
子
の
部

優

勝

高

梨

由

香

準

優

勝

長

島

和

枝

O
中
学
団
体
の
部

優

勝

大

洗

一

中

準
優
勝
議
友
館
池
内
道
場

(
勝
武
館

(
大
洗
少

大
洗
少

講
友
館

講
友
銭

勝
武
館

大
洗
一

大
島
中

野
謙
大
会

2
4
時

y
i
ズ

勝

去
る
日
月
6
臼
よ
り
毎
週
日
曜
日
に

行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
秋
季
町
民
野
球

大
会
の
決
勝
戦
が
日
月
4
日
前
総
合
運

動
公
園
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
田
で
お
回
を
数
、
え
た
野
球
大
会
で

す
が
、
今
年
は
包
耀
臼
毎
の
雨
に
よ
り

参
加
チ
i
ム
の
棄
権
が
多
く
、
寂
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た

チ
l
ム
は
怠
詰
ま
る
投
手
戦
や
、
一
豪
快

な
打
撃
戦
を
展
開
、
熱
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
フ
ィ
リ
i
ズ
チ
l
ム
と

新
友
会
チ
i
ム
の
間
で
行
わ
れ
、
接
戦

の
す
え
、
フ
ィ
リ
l
ズ
チ
l
ム
が
荘
司

選
手
の
三
塁
打
か
ら
貴
重
な
一
点
を
挙

げ
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

フ

ィ

リ

l
ズ
チ
i
ム

準
優
勝
新
友
会
チ
i
ム

第
一
一
一
位
ヤ
ン
キ
ー
ス
チ
ー
ム

第
一
一
一
位
三
日
坊
、
王
チ
i
ム

最
優
秀
選
手
業

増
田
昌
信

打
撃
賞荘

司

敢
盟
賞打

田

(
フ
ィ
リ
l
ズ

f申
雄

(
フ
ィ
リ
l
ズ

也

(
新
友
会
)

準
優
勝
コ
ス
モ
ク
ラ
ブ

一
一
一
位
い
わ
ふ
ね
ク
ラ
ブ

B
‘
フ
ロ
ッ
ク

優
勝
オ
リ
ー
ブ
ク
ラ
ブ

準
優
勝
磯
浜
小
学
校
P
T
A

三
位
明
石
ク
ラ
ブナイター施設でめ練富成果在籍撞

8 
.. 趨盤盤B

-揚盤纏@

害事

豊富

去
る
日
月
日
目
、
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
、
第
8
田
町
民
テ
ニ
ス
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

レッドブォッタスカ雪

書籍25自秋季

主事朝ソフトit{-)II大会

第
お
回
秋
季
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
9
月
日
日
か
ら
日
月
日
日
ま
で
一

中
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
去
る
日
月

口
日
、
中
央
公
民
館
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
台
風
や
長
雨
の
た
め
グ
ラ

ン
ド
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
が
悪
く
長
期
間
と
な

り
ま
し
た
が
、
町
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

愛
好
者
の
9
チ
i
ム
が
リ
ー
グ
戦
方
式

で
、
早
朝
親
離
を
深
め
ま
し
た
。

レ
ッ
ド
フ
オ
ツ
ク
ス
チ
ー
ム
が
昨
年

に
引
き
続
き
優
勝
、
2
位
か
ら
4
佼
ま

で
は
同
率
と
な
り
抽
選
の
結
果
、
次
の

通
り
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
レ
ッ
ド
フ
オ
ツ
ク
ス

準
優
勝
大
洗
町
役
場

3

位

寿

会

チ

i
ム

位

新

友

会

4 
当
日
は
雨
模
様
の
た
め
大
会
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
雨
も
上
が
り
今
年
で
き

た
ナ
イ
タ
ー
施
設
で
日
頃
練
習
に
励
ん

だ
成
果
を
十
分
発
揮
し
て
、
迫
力
あ
る

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
返
り
で
す
。

O
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優

勝

長

谷

川

・

玉

木

組

(
大
洗
テ
ニ
ス
)

準
優
勝
芝
沼
・
庄
司
組

(
原
研
大
洗
)

第
三
位
山
本
・
米
川
組

(
フ
リ

i
)

O
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優

勝

関

担

・

岡

野

組

(
五
ロ
栖
良
テ
ニ
ス
)

坂
本
・
寺
門
組

(
大
洗
テ
ニ
ス
)

清
水
・
金
沢
組

(
フ
リ
l
)

準
俊
勝

第
三
位

ぇ
、
再
科
用
で
き
る
も
の
で
包
装
す

る
よ
、
7
努
め
よ
う
。

開
園
は
、
ゴ
ミ
減
量
化
や
リ
サ
イ

ク
ル
(
再
利
用
)
に
つ
い
て
の
情
報

を
も
っ
と
広
報
し
て
ほ
し
い
。
ま
た

住
民
・
行
政
・
食
業
が
ゴ
ミ
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
、
え
る
場
を
設
け
て
ほ

し
い
。
ゴ
ミ
処
理
施
設
に
つ
い
て
は

造
る
こ
と
自
体
も
大
事
だ
が
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
近
辺
に
住
民
が

利
用
で
き
る
施
設
を
設
け
て
ほ
し
い
。

i
活
力
あ
る
高
齢
化
社
会
を

つ
く
ろ
う

/
i

圏
直
の
う
ち
、
健
康
な
高
齢
者
は

積
極
的
に
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
よ
う
。
ま

た
検
診
な
ど
を
受
け
、
自
分
の
健
康

状
態
を
知
る
な
ど
自
己
管
理
に
努
め

よ
う
。
町
内
会
で
ひ
と
り
暮
ら
し
老

人
に
対
し
て
気
配
り
す
る
な
ど
、
地

域
相
互
協
力
体
制
づ
く
り
を
す
す
め

ち

ほ

う

よ
、
っ
。
ま
た
寝
た
き
り
・
痴
呆
性
(
ボ

ケ
)
老
人
に
対
す
る
介
護
の
理
解
を

深
め
、
積
極
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
取
り
組
も
、
っ
。

闘
閣
は
生
涯
学
習
の
サ
ー
ビ
ス
機

能
や
シ
ル
パ

i
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
充
笑
さ
せ
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

を
う
な
が
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
家
庭
奉
仕
員
(
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ

i
)
の
増
員
・
老
人
専

門
の
医
療
機
関
の
整
備
な
ど
を
図
っ

て
ほ
し
い
。

「
操
民
集
会
」
提
言
ま
と
ま
る
N
H
h

平
成
2
年
「
間
関
勢
調
査
」
集
討
結
果
(
確
定
数
)

昨
年
行
わ
れ
ま
し
た
「
毘
勢
調
査
」
日
i
悦
歳
1
3
、
9
3
4
人

に

よ

る

大

洗

町

の

人

口

・

世

帯

数

(

速

(

町

・

2

%

)

報
値
)
は
今
年
2
月
発
行
の
「
お
お
あ
臼
歳
j
3
、
0
9
1
人

ら

い

」

で

お

知

ら

せ

し

た

と

お

り

で

す

(

H

・

9

%

)

が
、
こ
の
た
び
(
孔
月
1
B
付
け
)
県
な
お
、
日
歳
以
上
の
人
口
の
割
合

か
ら
そ
の
確
定
値
が
発
表
さ
れ
ま
し
は
県
平
均
日
・
9
%
に
く
ら
べ
3
・
。

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
(
値
%
高
く
、
ま
た
昭
和
的
年
調
査
時
の

は
す
べ
て
平
成
2
年
一
叩
月
1日
現
在

)

u
・
4
%
に
く
ら
べ
2
・
5
%
ア
ッ
プ

O
人
口
計
2
0
、
7
4
5
人
し
て
お
り
、
町
の
人
口
の
高
齢
化
が

男
1
0
、
1
3
7
人
進
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
、
え
ま
て

女
1
0
、
6
0
8
人
な
お
、
来
年
7
月
ご
ろ
に
は
産
業
(
第

O
世
帯
数
6
、
2
2
9
世
帯
一
次
・
二
次
二
二
次
)
別
人
口
が
出
る

O
年
齢
(
3
区
分
)
別
人
口
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
各
種
統
計

0
1
H
歳
3
、
7
1
7
人
調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

(
全
体
の
口
・
9
%
)
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
の
県
民
の
意
見
を
県
政
に
反

映
さ
せ
る
手
だ
て
の
ひ
と
つ
と
し
て

設
け
ら
れ
た
「
県
民
集
会
」
制
度
で

す
が
、
去
る
叩
月
お
日
、
水
戸
合
同

庁
舎
で
水
一
戸
・
目
立
・
笠
間
3
地
一
民

合
同
の
「
組
審
議
集
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
洗
町
で
は
本
多
保
雄
さ
ん

(
一
丁
目
4
一
弘
)
・
唐
笠
実
さ
ん
(
寺

釜
9
区
)
・
岸
根
た
い
さ
ん
(
髭
釜
5

区
)
・
小
松
崎
美
代
さ
ん
(
明
神
町
8

区
の
3
)
の
4
名
が
問
題
提
起
か
ら

提
言
ま
で
参
画
さ
れ
ま
し
た
。
参
考

ま
で
に
、
大
洗
町
の
方
々
が
所
属
し

て
い
る
「
水
戸
地
匹
県
民
集
会
」
の

提
言
の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

。
メ
イ
ン
テ
i
マ

「
水
戸
地
一
区
の
住
み
よ
い
『
ま
ち

づ
く
り
』
・
『
む
ら
づ
く
り
ど

。
サ
ブ
テ
ー
マ

「
ブ
ミ
問
題
に
挑
戦
し
よ
う
/
」

「
活
力
あ
る
高
齢
化
社
会
を

つ
く
ろ
う
/

L

i
ゴ
ミ
問
題
に
挑
戦
し
よ
う
/
|

間
圃
は
、
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
家

族
や
町
内
会
で
話
し
合
い
、
ゴ
ミ
問

題
に
対
す
る
意
識
を
高
め
よ
、
っ
。
ま

た
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
再
利
用
化
に

努
め
、
買
い
物
で
は
過
剰
包
装
を
求

め
な
い
よ
う
心
が
け
よ
う
。

閣
閣
は
、
紙
パ
ッ
ク
・
ビ
ン
・
カ

ン
な
ど
の
回
収
・
再
生
の
し
く
み
を

設
け
よ
う
。
ま
た
過
剰
包
装
を
ひ
か

ー
マ
マ
さ
ん
バ
レ

i
ポ

i
ん
大
会
1illit--J

「
l

i

ー
に
や
噂
ア
ラ
プ
戸
欝
撃
i

し

一
J
h
w
w
d現
ノ

ノ

、

句

d
h
噂
て
圃
，
a
g

去
る
日
月
幻
臼
、
町
の
総
合
運
動
公

国
体
育
館
で
第
加
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
少

な
い
地
域
婦
人
が
一
同
に
集
ま
り
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
相
互
の
親
睦
と

体
力
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
町
体

育
協
会
が
主
催
し
て
行
な
っ
て
い
る
も

の
で
、
町
内
の
9
チ
l
ム
の
?
?
さ
ん

ク
ラ
ブ
が
参
加
し
ま
し
た
。

試
合
は
、
1
回
戦
後
、
A
-
B
ブ
ロ

-
ツ
ク
に
分
か
れ
て
行
な
っ
た
も
の
で
、

館
内
は
熱
気
満
々
、
「
打
倒
大
洗
ク
ラ

ブ
」
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
声
援
を
受
け
て
、
お
母

さ
ん
達
は
ハ
ッ
ス
ル
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
1

試
合
の
様
子
を
お
父
さ
ん
が
ビ
デ
オ
撮

影
し
て
い
る
光
景
な
ど
和
や
か
な
場
面

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

家
庭
で
、
今
日
の
珍
プ
レ

i
や
好
プ

レ
ー
を
兇
て
楽
し
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
o

A
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
大
洗
ク
ラ
ブ



第240号 (6)

ー
対
象
施
設
@
特
別
養
護
老
人
ホ

i
ム
「
ひ
ぬ
ま
苑
」

l

大
洗
町
の
高
齢
者
人
口
は
、
年
々
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
況
下
の
中
で
、
こ
の
た

び
特
別
養
護
老
人
ホ
i
ム
「
ひ
ぬ
ま
苑
」

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
平
成
3

年
ロ
月
初
日
よ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
併

わ
せ
て
実
施
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
費
等
に

L、らあ

つ
い
て
は
、
町
が
ホ
i
ム
と
契
約
し
、

事
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
希
望
者

の
登
録
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

ご
希
望
一
の
方
は
、
登
銭
手
続
き
を
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
在
宅
の
身
体

の
不
自
由
な
お
年
寄
り
に
セ
ン
タ
ー

で
、
入
浴
(
昼
間
)
や
昼
食
、
リ
ハ

ビ
リ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
し

て
い
た
だ
け
る
介
護
の
制
度
で
す
。

(
利
用
時
間
は
、
午
前
9
時
j
午
後

3
時
加
分
の
予
定
で
す
。
)

マ
申
し
込
み
対
象
者

大
洗
町
に
居
住
す
る
概
ね
伍
歳
以

上
の
方
で
、
身
体
の
虚
弱
等
の
た
め
、

B
常
生
活
に
支
樟
の
あ
る
方
。

V
申
し
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

大
洗
町
役
場
厚
生
課
福
祉
係

宮
町
|
5
1
1
1
(
内
線
引
)

お

盟
留
曹
関
電
窃
向
中

a

z

E

薬
舗
組
前
関
金
鍔
謹
鍛
陣
齢
、
あ
議
懇
で
す
肉
付
M
E

お

年
末
は
、
特
有
の
あ
わ
た
だ
し
さ
に

加
え
て
、
交
通
震
の
増
加
等
に
よ
り
、

交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
!
ル
を
{
す
り
、
交
通
マ
ナ
ー

に
徹
し
た
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

@
欽
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

溜
を
飲
ん
で
自
動
車
等
を
運
転
す
る

と
、
周
り
の
状
況
を
見
落
と
し
た
り

ス
ピ
ー
ド
感
覚
が
鈍
く
な
る
な
ど
、
大

き
な
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
溜
を

飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
、
運
転
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
シ

I
ト
ベ
ル
ト
を

必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う

四
輪
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
死
者
の

約
9
割
が
シ
i
ト
ベ
ル
ト
を
務
用
し
て

い
な
い
の
が
実
態
で
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
多
く
の
方
が
助

か
っ
た
と
忍
わ
れ
ま
す
。
事
に
乗
っ
た

ら
必
ず
シ
i
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

@
無
謀
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

速
度
の
出
し
過
ぎ
、
信
号
無
視
な
ど

王子成3-"手12月5日

の
無
謀
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
無
謀
運
転
を
や
め
ど
の

よ
う
な
状
況
に
出
合
っ
て
も
適
切
な
対

応
が
で
き
る
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

。
歩
行
者
は
安
全
な
横
断
を
/

特
に
、
年
末
は
歩
行
者
も
、
つ
い
先

を
急
ぐ
余
り
、
急
に
道
路
に
飛
び
出
す

な
ど
、
不
潟
意
な
道
路
の
横
断
位
一
寸
が
呂

立
ち
ま
す
。
横
断
歩
道
な
ど
安
全
に
渡

れ
る
場
所
を
選
ん
で
正
し
く
横
断
し
ま

し
ょ
、
つ
。

@
夕
暮
れ
特
等
の
事
故
防
止
を
/

夕
暮
れ
持
や
夜
間
の
歩
行
を
す
る
と

き
は
、
反
射
材
や
白
色
、
黄
色
等
の
明

る
い
色
を
身
に
つ
け
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
目
立
つ
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〔年末@年始の11~ "'1"' ] 

ごみ~葉集じつい刻も
清掃センターによる、年末・年始の

ごみ収集業務は、次の通りになってい

ます。

ごみを出す日を忘れずに、

お正月を迎えましょう。

きれいな
輸

l
水
道
管
の
冬
じ
定
く
は
、

毎
年
冬
に
な
る
と
、
凍
結
に
よ
っ
て

水
道
管
の
修
繕
依
頼
が
殺
到
し
ま
す
。

凍
結
は
、
給
水
管
の
継
ぎ
箇
所
に
多

い
の
で
、
本
格
的
な
寒
き
に
な
る
前
の

今
の
時
期
に
、
給
水
装
置
の
点
検
・
補

強
を
済
ま
せ
、
安
心
し
て
冬
を
迎
、
え
ま

し
ょ
、
っ
。

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
に
な
る

と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道
管
は
凍

っ
た
り
、
破
れ
つ
し
た
り
し
ま
す
。

特
に
多
い
箇
所
は
、
次
の
よ
う
な
場

所
で
す
。

O
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
。

。〆「
森岡
物 i

iE体i
σコ L
収)

集
日

会

町

内

12 
月

~ 29 
こ日

仲
町
・
金
沢
町
・
通
町
・

新
町
・
和
銀
・
永
前
・
髭

釜
前
町
・
桜
遂
・
五
反
m
間・

磯
道

明
神
町
・
来
光
台
・
一
丁

目
・
汐
見
ヶ
丘
・
二
丁
目
・

祝

m-
松
ケ
丘
・
大
賞
金

地
区
・
笈
海
会
池
医

。
焼
却
場
へ
の
ご
み
持
込
み
(
搬
入
)

両
日
と
も
正
午
(
午
前
中
)

ま
で
に
搬
入
し
て
下
き
い

ハ
阿
川
岡
)

以
降
か
ら
平
常
通
り

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
清
掃
セ
ン

タ
i
(
宮
町
i
5
0
8
9
)
へ
。

お
済
み
で
す
か

l

O
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ
ろ
。

O
風
あ
た
り
が
強
い
と
こ
ろ
の
水
道
管
。

同
開
制
叩

保
温
材
を
巻
き
ま
す
。
蛇
口
が
破
れ

っ
し
や
す
い
の
で
、
上
ま
で
完
全
に
包
ん

で
下
き
い
。
保
温
材
に
は
、
手
近
な
も

の
と
し
て
毛
布
・
布
な
ど
が
あ
り
ま
て

そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
i
ル
な
ど
を
巻
い
て
、

保
温
材
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ

っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
融
か
し

ま
す
。
熱
湯
は
、
か
け
な
い
で
下
さ
い
。

園
開
閉
日
制
叩

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
を
障
け
、

来
春
開
催
す
る
、
平
成
四
年
大
洗
町

成
人
式
の
該
当
者
は
、
昭
和
記
年
4
月
2

5
か
ら
昭
和
U
年
4
月
1
自
の
間
に
出

生
さ
れ
た
方
で
す
。

現
夜
、
町
外
へ
転
出
(
大
学
進
学
・

就
職
等
)
さ
れ
て
い
る
方
で
、
当
町
の

成
人
式
に
出
席
し
た
い
方
は
、
ロ
月
日

日
(
金
)
ま
で
に
教
育
委
員
会
社
会
教
育

係
(
借
印
1
2
4
4
2
)
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

な
お
、
成
人
式
の
案
内
状
(
ハ
ガ
キ
)

は
成
人
該
当
者
宛
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

問

平
成
4
年
1
月
日
日

(
成
人
の
日
)

受
付
・
午
前
9
持
加
分

と世帯

出生21人

死亡 9人

転入65人

転出62人

の入国

(11丹1日現在)

人口 21，005人(+15) 

男 10，363人(+8) 

女 10，642人(+7) 

投帯数 6，260戸(+2) 

中
の
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
て
水
を
止
め
て

下
さ
い
。
そ
し
て
、
最
寄
り
の
指
定
水

道
工
事
居
、
ま
た
は
水
道
課
に
修
理
を

依
頼
し
て
下
さ
い
。

大
洗
町
水
道
諜
宮
前
1
5
1
2
5

A

明
大
洗
町
指
定
水
道
工
事
底
一
覧

エ
古
帝
{
指
名

水

工

会

口

偏
佐
藤
設
備
工
業

側
コ
モ
リ
工
業

樹

山

本

設

備

陶
八
千
代
工
学

嗣
加
治
設
備
工
業

井
上
設
備
工
業

帰

大

川

設

備

電

話

番

号

密

m
w
i
5
0
4
6

怨

U
1
3
6
9
3

怨

飴

!
3
5
7
1

怨

U
1
5
6
8
8

愈

ω
1
1
1
0
8

8
ω
1
2
4
0
6
 

怨

U
i
5
2
8
4

密
侃

1
4
6
1

大

に
つ
い

O
場

式
典
・
午
前
日
時
j
日
時

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

所官
制
れ
鞠
の
お
知
ら
せ

日
月
の
は
じ
め
頃
、
役
場
住
民

課
窓
口
へ
、
婦
人
用
腕
時
計
の
忘

れ
物
が
あ
り
ま
し
た
。

お
心
あ
た
り
の
方
は
、
住
民
課

住
民
係
(
宮
町
i
5
1
1
1
内
日
)

へ
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

H.3.11.15現在

入場方法

関係者

般

般

主催

大洗町教脊委員会

那珂湊保健所

大洗高等学校

竜鉄也生 I屋福祉
チャリティーコンサート事務局

水戸地区交通安全協会

予定襲 (12/6，___12/18) 

開催日

12月6日樹

12月10日(火)

12月15日(日)

12月16日(月)

12月18日休)

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター(密 66-2442)へお問い合わせ下さい。

ノレ

ホール

大会議室

開催場所

ホ

催事内容

小中学生演劇鑑賞

がん予防講演会

定期演奏会

チャリティー歌謡ショー

運転免許更新時講習会

開始時間

9 : 00-

13: 00-

9 : 00-

17: 30-

9 : 00-

有料

関係者

ホール

大会議室

グ

保健センター

より

手口 銅
< l;rゅういち

小久保優ーちゃん
( 1歳 9ヶ月)

1 12 12 12 12 12 12 月
/ / / / / / / 

働/日やjg9 在的20附 19(7J() 18 (刈 17開)16附 5

宇L B 反ツ 破ジ宮 母 手L
歳

フ
事

C 
戸 4

{耳tアE 
児 ノ、

応ル 子 児
G 

カ 風咳
業

健
月 検 ク

予接防
宇目 健

接 鍵児
名

診 種 診 査ン 種 談 診

生後生後
、、1

生後3 カ

生
五喜2母性 生生

〆丈 歳 後 後後
3 2 l4 レ 」ノ、ー 24 に及 3 2 

主サカカ 力 カ よぴ カカ

月月 ン 月 月 月 り手し 月月
I I 反 0) 

子変事 幼児 I I 
7 3 応 誕 48 48 7 3 カ 象カカ

検査 主主

満未月

カ る カカ

月月 lこ 月
場合あも

月月
0)0) 七三 透 ま σ)0) 

手L乳 絵 し 。〉 で 手L乳
名児児 性 7こ

乳幼児
0) り 児児

σコ 幼 幼 すま
者 !尽 児

1 1 1 1 l 9 1 
2時 2時 2時 2時 2時 11持 2時
時00時15待。。 時 15時 15時00待。。
00分 15分 00分 15分 15分 00分 00分
分 分 分 分 分 分 分

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
1
月
7
日
附
専
門
療
法
士
来
所

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)
訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

o
u河
口
B
仰

o
ロ
月
初
日
樹
訓
練
対
象
湾
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

o
ロ
月
刊
昨
日
同
0
1
月
7
日

…

仰

を

必

要

と

す

る

者

0

1

月

刊

日

掛

※

雨

天

の

場

合

は

中

止

と

な

り

ま

す

句

薄
曇
題
、
ど
⑧
ザ
⑮
鍵
麟

-
Fか
ぜ
d

を
ひ
か
ず
に
警
を
の
り
き
ろ
う

l

寒
さ
が
増
し
て
く
る
と
共
に
、
向
様
'
養
で
だ
い
た
い
治
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

に
増
え
て
く
る
の
が
、
カ
ゼ
ひ
き
さ
ん
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
そ
う
は
い
き
ま

で
す
。
皆
さ
ん
は
大
丈
夫
で
す
か
。
せ
ん
。
症
状
は
、
高
熱
、
関
節
痛
、
の

私
た
ち
は
、
少
な
く
と
も
年
に
一
、
ど
の
痛
み
、
強
い
咳
な
ど
を
と
も
な
い
、

二
回
は
カ
ゼ
を
ひ
き
ま
す
が
、
そ
の
多
か
な
り
激
し
く
体
力
を
消
耗
さ
せ
ま
す

く
は
、
こ
の
寒
い
季
節
に
集
中
し
て
い
の
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
ぜ
ん
そ
く
気
味
や

ま
す
。
と
い
う
の
は
、
暖
房
の
普
及
に
気
管
支
炎
、
心
臓
病
を
持
っ
て
い
る
方

よ
り
家
の
中
と
外
の
温
度
が
極
端
に
違
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

っ
て
く
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
に
滋
度
予
訪
と
し
て
は
、
一
般
的
な
こ
と
に

と
湿
度
が
保
た
れ
て
い
る
は
ず
の
鼻
か
な
り
ま
す
が
、
栄
養
舗
の
高
い
食
事
と

ら
の
ど
へ
の
部
分
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
く
十
分
な
睡
眠
、
休
養
、
日
頃
の
体
力
づ

ず
し
一
種
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
(
く
し
く
り
に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

や
み
・
鼻
汁
)
を
起
こ
す
か
ら
と
い
わ
今
日
か
ら
で
も
透
く
あ
り
ま
せ
ん
の

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
原
閣
と
し
て
で
、
実
行
し
て
み
て
下
さ
い
。

は
、
カ
ゼ
の
ウ
ィ
ル
ス
も
あ
り
特
に
品
目
(
保
健
婦
・
荻
原
由
美
子
記
)

さ
ん
が
よ
く
開
か
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
も
そ
の
一
つ
で
す
。

次
に
症
状
と
治
療
で
す
が
、
普
通
の

カ
ゼ
で
す
と
、
頭
痛
、
発
熱
、
く
し
ゃ

み
等
が
あ
ら
わ
れ
、
保
温
、
栄
養
、
休

「
機
能
回
復
訓
練
」


